
児童からの提案

【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる子どもの主体性の発生とユニバーサルデザイン化

湖南市立菩提寺小学校（滋賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

ノートか端末か学習で使うものを、自分で選択し、取り
組むようになった。
端末を使う児童の中でも、自分の使いやすいアプリを選
択するようになった。
→教師も子どもも「端末は学ぶ道具」という意識変革

持ち物の見える化

連絡を見た子どもの反応
不適切なコメントや反応は
その都度クラスで確認する

●チャット上で、子どもが提案 ●学びの道具を子どもが選ぶ

●連絡のユニバーサルデザイン化

＜担任の試行錯誤＞
どうすれば子どもたちが
ICTを文房具の１つとし
て使うようになるか？

●子どもによる欠席連絡のデジタル化


